


















Forum on China  
?
政治ポスターと現代中国政治の社会化過程 ?
?「大躍進」時期を例として?    
































                                                 
∗ 本稿は 2009 年 8 月に大阪で開催された第 3 回「現代“中国”の社会変容と東アジアの新環境」国際シン
ポジウムへの提出論文「政治宣传画与当代中国政治社会化：以“大跃进”时期为个案」を改編し，日本語訳した
ものである。 




























                                                 
1 この分野に関する主な論文著作や文章には、鄭立軍『場景与図像――20 世紀的中国招貼芸術』（重
慶大学出版社、2007 年 4 月第 1 版）、銭晶晶「20 世紀中国宣伝画略談」（『芸苑』2007 年第 3 期、
pp.61-63）、潘耀昌「複制、印刷和大衆伝播――木刻和年画、連環画、宣伝画全盛的時代」（『上海大
学学報（社会科学版）』2006 年 9 月第 13 巻第 5 期、pp.130-134）、呉軼博「毛沢東時代宣伝画」
（『吉林芸術学院学報』2007 年第 6 期、pp.3-22）などがある。これ以外に具体的な作品の研究も多い
が、これらの研究成果は主に蘇米の書いた『党史上的宣伝画』（1-10）に集中しており、これら 10 篇
の文章は『党史文苑』の 2004 年第 7 期から 2005 年第 13 期までの「歴史伝真」のコラムで隔期掲載
されている。同様の研究には万新華の「風刺与宣伝――記傅抱石的三幅時事宣伝画」（『収蔵家』
2008 年第 12 期、pp.31-34）がある。 
2「文革」時期の政治ポスターは従来の研究における中心的テーマであり、特に「高、大、全、紅、
光、亮」などが目立った特徴であった。代表的なものを以下に挙げると、李暁卿「文革時期宣伝画視
覚要素研究」（湖南工業大学設計芸術学博士論文、2007 年 4 月、中国優秀碩士学位論文全文数拠庫）、
王霊毅「文革政治宣伝画的再認識」（『美与時代』2006 年第 1 期、pp.33-35）、曹汝平「試析“張力”
在文革宣伝画中的三種視覚表現」（『浙江万里学院学報』2008 年 7 月第 21 巻第 4 期、pp.29-32）、四
川大学の趙大軍の博士論文「従新民主主義到社会主義革命転変時期（1949-1956）政治宣伝画芸術研






















建国初期、「全国に小学校は 30 万校ほどあり、学生数は 2000 万人余り、中等学校は約 5000
校あり、学生数は 50 万人余り、専門学校以上の学校は約 200 校あり、学生は 14 万人余りであっ









































われていた。例えば 1957 年 12 月から 1958 年 1 月までに、中国対外文化連絡局が「ソ連版画、

























































ていく姿が明らかになっている。特に大躍進以来の 1958 年と 1959 年の 2 年は、作品が政治宣伝
と更に緊密になっているだけでなく、発行部数も増加している。例えば、人民美術出版社が
1958 年から 1959 年 11 月末までに発行したポスターの部数は、前の 8 年間の総数と同じであ









ほとんど画廊になっている大通りもある」（余 1958:34）ほどであり、1959 年の 1 年間で「1000
















































































穫できたのは 1 分（1 分は 10 分の 1 ムー）の土







ンであった。1958 年 8 月の中共中央政治局北戴河拡大会議では、「1958 年の鉄鋼生産量目標を
1070 万トンにまで引き上げ、1957 年の総生産量比にして 2 倍にするとしたが、これは 1958 年の
最後の 4 ヶ月間の生産量を 1957 年の鉄鋼生産に相当する量にすることに等しかった」（麦克法
夸爾 1989:119）。図 5（上海壁画 1958:表紙 2）はこれらの目標を表したものである。図 6（上海





































































































































































































































「大躍進」を発動させた中国共産党第 8 回全国代表大会第 2 回会議で提出された、著名な「身分
の卑しい者が最も聡明あり、高貴な者が最も愚鈍である」という論断である。この論断で専門家
に対する迷信を打ち破るため、知識分子による文学、芸術の独占に対して、あらゆる人間が創作































































































































































































学 GLOCOL 共同研究，研究代表者：竹内俊隆）として実施した。 
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